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ヒトと動物の関係学会 

第 29 回総会資料 
 

 

 

 

 

 

総会議題 

１号議案 2022 年次事業報告 

２号議案 2022 年次決算報告 

３号議案 監査報告 

４号議案 2023 年次事業計画（案） 

５号議案 2023 年次予算（案） 

６号議案 その他 

 
 

 

 

 

 

日時：2023 年 3 月 12 日（日）午後 12 時 30 分より 

場所：東洋大学白山キャンパス 
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＜１号議案＞ 

2022 年次事業報告 

１）2022 年 12 月 31日現在の会員数 

正会員 461名(内学生会員 41名) 名誉会員 0名 

賛助会員 2団体・法人会員 5団体 

 

２）学術大会の開催 

第 28 回学術大会 2022 年 3月 12 日(土)・13日(日) 

大会実行委員長 山越言（京都大学） 

場所：慶應義塾大学 日吉キャンパス 来往舎 1階 シンポジウムスペース 

 および ZOOMによるオンライン同時中継 

総参加人数：228 名（会員：80 名 非会員：144 名 法人：4法人（対面：67 名 オンライン：

161 名）） 

3 月 12 日(土) 

① シンポジウム 

「動物園の生息環境展示と動物福祉について」 
コーディネーター：若生謙二（大阪芸術大学） 

パネリスト： 

 若生謙二（大阪芸術大学）「開催趣旨：動物園の生息環境展示と動物福祉について」 

 本田直也（円山動物園 爬虫類担当） 「飼育技術者が要する視点の考察」 

  佐藤哲也（神戸どうぶつ王国） 「野生に誘う魅せる展示を目指して」 

中村 元（水族館プロデューサー） 「命を展示する覚悟が展示効果を最大限にする」 

コメンテーター： 

渡部浩文（多摩動物公園） 

森 由民（動物園ライター） 

 

3 月 13 日(日) 

② シンポジウム 

「犬と猫と人が幸せに暮らせる社会を目指して～動物愛護センターの取り組みと課題～」 
コーディネーター：谷田 創（広島大学） 

パネリスト： 

 谷田 創（広島大学） 

 「開催趣旨：犬と猫と人が幸せに暮らせる社会を目指して～動物愛護センターの取り組

みと課題～」 

大月 翼（うだ・アニマルパーク振興室 動物愛護管理係） 

森井祐幸（うだ・アニマルパーク振興室 動物愛護管理係）  

「奈良県うだ・アニマルパーク振興室における「いのちの教育プログラム」の実施と

評価について」 

  中村 満（広島県動物愛護センター） 

  「広島県動物愛護センターの取り組みと課題」 
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   高島一昭（公益財団法人動物臨床医学研究所） 

    「動物福祉を基軸に置いたアミティエの運用」 

河野 誠（京都市保健福祉局医療衛生推進室医療衛生企画課動物愛護担当） 

    「人と猫が共生するまちを目指して〜京都市まちねこ活動支援事業の 10 年間〜」 

 

③ 学術大会口頭発表 11 題（両日） 

奨励賞 1名：坂本 穂 （広島大学大学院統合生命科学研究科 ） 

「広島県呉市安浦町沖の無人島におけるニホンジカ(Cervus Nippon)の行動調査」 

 

３）研究会の開催 

 第 131 回例会 

2022 年動物観研究会公開ゼミナール 

「特別テーマ「精神領域から探る動物福祉、いかにして可能となるか」」 

2022 年 12月 4 日（日） 

場所：東京農工大学農学部 ２号館 11番教室 

参加人数：50 名 

① 一般発表 
 小川博久・花園 誠（帝京科学大学） 

 「ウニ発生過程の観察と動物観形成～「マイウニ」と児童・生徒の動物観～」 

 奥山友太・佐渡友陽一（帝京科学大学） 

 「現代日本の昆虫文化 ～カブトムシ・クワガタ飼育の広がりの経緯と背景～」 

 松本紗佳（大阪芸術大学大学院） 

 「体の特徴を捉えれば触知覚のみで猫の表現は可能か」 

 小西夢香（大阪芸術大学） 

 「猫と芸術家の関係性について」 

 森 由民（動物園ライター） 

 「季節と衰滅 嘉村礒多小論～古井由吉・吉本隆明の視角から」 

 大林駿斗（動物観研究所）、佐渡友陽一（帝京科学大学）、石田戢（動物観研究所） 

 「2021 年、動物観調査の結果について（速報）」 

 加藤恵理・綿引周（東洋学園大学） 

「欧米からアジアに広がるアニマルウェルフェア：グローバルフードパートナーズ

の取り組み」 

 

② 特別テーマ「精神領域から探る動物福祉―いかにして可能となるか」 

コーディネーター： 

若生謙二（大阪芸術大学） 

パネリスト： 

波多野幾也（NPO 法人日本放鷹協会） 

 「アニマルウェルフェア 第五の領域を総合科学（Nexialism）的に観る」 

 本田直也（札幌市立大学） 
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 「動物福祉における形式知と暗黙知 動物の感情を代弁するのは誰なのか？」 

 島田将喜（帝京科学大学） 

 「動物福祉と遊び」 

 石田 戢（動物観研究所） 

 総合討論「精神領域から探る動物福祉―いかにして可能となるか」 

 

 第 132 回例会 

HARs 地域シンポジウム 「災害時におけるペットとの同行避難を考える」 

2022 年 12月 10 日（土） 

場所：対面およびオンラインミーティング（Zoom） 

参加人数：198 名 

コーディネーター：谷田 創（広島大学大学院統合生命科学研究科） 

パネリスト：  

木場有紀（帝京科学大学） 

「ペットとの同行避難に関する全国の自治体の取り組み状況」 

本村光江（大阪経済大学） 

「ペットとの同行避難に関する関西三都市の避難所の対応」 

村尾信義（倉敷芸術科学大学） 

「夏季の同行避難所を想定した環境下での犬のストレスの行動生理学的評価」 

津森正裕（瀬戸内コンサルティング株式会社 代表取締役） 

「防災対策についての 10 箇条」 

小倉政光（イオンペット株式会社 取締役） 

「ペットとの同行避難には何が必要か」 

田口本光（環境省 自然環境局総務課動物愛護管理室） 

「ペットとの同行避難に関する環境省の取り組み」 

 

４）会議の開催 

常任理事会 2022 年 7 月 3 日（於 慶應義塾大学）、11 月 12 日（於 東洋大学） 

理事会     2022 年 3 月 13日 

評議員会   2022 年 3 月 13日 

編集委員会 随時メール審議 

学術委員会 随時メール審議 

 

５）学会誌の発行 

第 61 号発刊  2 月 550 部 

第 62 号発刊  8 月 550 部 

第 63 号発刊 12 月 550 部 

動物観研究 27 号 12月 700 部 
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 ＜４号議案＞ 

2023 年次事業計画（案） 

１）学術大会の開催 

第 29 回学術大会  

2023 年 3 月 11 日（土）・12 日（日） 

場所：東洋大学白山キャンパス 

     対面とオンラインミーティング（Zoom） によるハイブリッド開催 

 

① シンポジウム 

「どこまでが動物なのか——人文学から考える」 

コーディネーター：伊東 剛史（東京外国語大学） 

パネリスト： 

伊東 剛史（東京外国語大学） 

「引き裂き、引き裂かれるダーウィン——動物生体解剖と植物の神経——」 

岩崎陽一（名古屋大学） 

「無言のオウム、饒舌な蛇——動物たちが喋り出す古代インドの物語世界——」 

池野絢子（青山学院大学） 

「変身の系譜——現代芸術にみる人間と動物のあいだ——」 

高橋英之（大阪大学） 

「人に優しいロボットのデザイン——関係性から創発する being エージェント——」 

ディスカッサント： 築地夏海（東京外国語大学大学院前期博士課程） 

           永野杏奈（東京外国語大学大学院前期博士課程） 

コメンテーター： 南谷奉良（京都大学） 

 

② シンポジウム 

「日本の動物介在教育の黎明・現在・未来～「いのちのぬくもりと大切さ」を伝える

ために」 

コーディネーター：花園  誠（帝京科学大学） 

パネリスト： 

 鈴木哲也（東京未来大学） 

 「戦前の学校飼育動物の歴史」 

 鳩貝太郎（東京都立大学） 

 「学校飼育動物の現状」 

 吉田太郎(東洋英和女学院小学部) 

「「限りあるいのちと向き合った子どもたち」～動物介在教育はいのちを教えるこ

とができるのか？～動物介在教育 20 年間の取り組みからの報告」 

藤井敬子 (奈良県・うだアニマルパーク) 

「奈良県「いのちの教育」～動物からの学びが汎用性のある教育プログラムへ～」 

 

③ 学術大会口頭発表 16題 ポスター発表 3題 
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２）研究会の開催  

地域シンポジウム 

例会 3 回 

 

３）会議の開催 

常任理事会 2023 年 3 月 11日、6月、10 月 

理事会     2023 年 3 月 12日 

評議員会   2023 年 3 月 12日 

編集委員会 数回 

学術委員会 数回 

 

４）学会誌の発行 

第 64 号発刊    2 月  550 部 

第 65 号発刊       7 月  550 部 

第 66 号発刊      12 月  550 部 

動物観研究 28 号  12 月  700 部 
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＜５号議案＞ 

2023 年次予算（案） 

 

 

＜６号議案＞ 

その他 
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